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1 目  的 

 農林水産省の定めた有害化学物質のサーベイランス・モニタリングに関するガイドライン 1)の中

で，当該サーベイランス・モニタリングの結果を評価・公表するに当たっては，個々の分析法につ

いて，妥当性確認結果，定量限界・検出限界，標準添加回収率等の技術的情報を明らかにすること

が求められている． 

 飼料分析基準 2)に収載されている水銀の分析法については，標準添加回収試験は行われていたが，

定量下限と検出下限の確認に関する検討は行われていなかった．そのため，今般，定量下限及び検

出下限について当センターが内部精度管理の一環として実施した共同試験を基に改めて検討したの

でその結果を報告する． 
 

2 実験方法 

2.1 試料 

市販の成鶏飼育用配合飼料を 1 mm の網ふるいを通過するまで粉砕した後，十分混合して調製

した． 

2.2 装置及び器具 

水銀分析装置：日本インスツルメンツ製 マーキュリーRA-3（6 試験室） 

2.3 定量方法 

分析法は飼料分析基準第 4 章第 1 節 15 によった． 
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2.4 分析実施試験室 

独立行政法人農林水産消費安全技術センター肥飼料安全検査部，同札幌センター，同仙台セン

ター，同名古屋センター，同神戸センター及び同福岡センター 

 

3 結果及び考察 
3.1 定量下限及び検出下限 

現在，飼料分析基準に収載されている水銀の分析法において，その定量下限及び検出下限を確

認するため，成鶏飼育用配合飼料に水銀として 0.05 mg/kg 相当量を添加した試料について 7 回繰

返し分析を行い，その定量値の標準偏差を求めた．また，併せて同様の方法により，計 6 試験室

において，共同試験を実施した． 

その結果は Table 1 のとおりであり，得られた各 6 試験室の標準偏差から，本法の定量下限及

び検出下限を求めるために，各試験室の標準偏差の 10 倍及び 3.3 倍に相当する濃度を求めたとこ

ろ，それらは最大で 0.03 mg/kg 及び 0.01 mg/kg であった． 

よって，本法の定量下限及び検出下限はそれぞれ 0.03 mg/kg 及び 0.01 mg/kg であった． 
 

Table 1 Collaborative study for mercury 

Mean valuea) Standard deviation RSDr
b) RSDR

c)

(mg/kg) (mg/kg) (%) (%)
0.0521 0.0478 0.0479
0.0455 0.0457 0.0508
0.0550 0.0508 0.0569
0.0515 0.0554 0.0553
0.0575 0.0562 0.0567
0.0588 0.0572 0.0577
0.0572 0.0574 0.0585
0.0589 0.0630 0.0638
0.0507 0.0518 0.0536
0.0515 0.0529 0.0521
0.0591 0.0551 0.0573
0.0526 0.0571 0.0509

Lab.No.

1

2

3

4

5

6

Quantitative value
(mg/kg)

0.0480

0.0535

0.0589

0.0646

0.0505

0.0542

0.0483

0.0541

0.0576

0.0605

0.0519

0.0552

8.84.2

0.0024

0.0022

0.0010

0.0032

0.0011

0.0029

 a) n=7 

b) Relative standard deviations of repeatability within laboratory 

c) Relative standard deviations of reproducibility between laboratories 
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